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1 はじめに

本学科では、「特別支援学校教職インターンシップ」

を2017年度から実施している。2019年度の教育職員免

許法の改正・施行により、「学校体験活動（学校イン

ターンシップ）」は、教職課程の「教職に関する科目」

に含めることができるようになったが、本学科では課

外活動として継続している。特別支援学校で、３年次

の秋学期に毎週１日、約10日間の活動が行われる。

古市・伊藤（2019）では、「特別支援学校教職イン

ターンシップ（以下、特支インターンと略す）」の意

義と課題について、学生の活動報告書とインタビュー

調査、受け入れ校へのアンケート調査から検討した。

その結果、「特支インターン」の意義として、「特別支

援学校特有の内容や雰囲気をつかむ」「障害のある児

童生徒への理解と指導の方法を学ぶ」「特別支援学校

の仕事を知る」「障害や特別支援に関する学習意欲の

向上」「初めてのことを経験する」の５つが見出され、

学生に良い変化が起こることも確認された。一方課題

として、インターンシップに求める内容や水準などに

関して、個人の意識の差や戸惑いがみられることが明

らかとなり、今後はこれらを学生、受け入れ校、大学

間で共有することが必要であることが示された。

古市・伊藤（2020）では、「特支インターン」にお

ける学びの成果を学生の自己評価によって検討した。

自己評価の項目には、小学校教員養成課程における

「学校を体験する活動」の目的に関する14項目（峯村，

2019）を、自己評価用に表現を変更して使用した（表

１）。なお、峯村（2019）の項目は、各大学の小学校

教員養成課程における「学校を体験する活動」のシラ

バスと、中央教育審議会の「学校体験活動」の目的等

に関する内容（2012，2015）から作成されている。学

生には、各項目について達成したと思うか否かを４段

階でたずねた。その結果、「ｲ学校における教師の役

割」「ｳ教師の職務全般に対する理解」「ｵ児童生徒理

解」「ｺ学校現場の雰囲気」「ｼ教育実習に接続する活

動としての学校現場」では達成度が高かった。しかし、

「ｴ児童生徒指導」「ｶ学級経営」「ｷ特別活動」「ｸ教

科指導」「ｹ実践的な指導力の醸成」「ｽ自らの教員と

しての適格性を把握する機会」では達成度が低く、こ

れらの項目については十分な学びが得られていないこ

とが示唆された。

達成度が低かった項目についてその要因を検討する

と、ひとつには、特別支援学校における科目や活動の

内容、その取り扱いに関する知識・理解不足が考えら

れる。また用いられた項目が小学校での活動を想定し

て作られたものであったことから、達成度が低かった

項目は「特支インターン」の目的として適合しない可

能性も考えられる。これらの結果を踏まえ、指導内容
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や方法、活動・評価項目の見直しを図る必要がある。

そこで本稿では、特別支援学校に照準を合わせたイ

ンターンシップの「活動目標－自己評価の項目」と

「着目点」を検討し、「特別支援学校教職インターンシッ

プ活動目標－自己評価シート（以下、「評価シート」）」

を作成する。特別支援学校の特徴やこれまでの「特支

インターン」の学びの成果を反映させた独自の「評価

シート」を学生や受け入れ校に事前に提示することで、

学生、受け入れ校、大学間で活動に対する意識が共有

され、より多くの学びの成果を得ることが期待できる。

2 方法

①分析対象

2017年度～2020年度「特支インターン」参加学生56

名（2017年度11名、2018年度18名、2019年度７名、

2020年度20名）の「活動報告書」を分析対象とする。

②「活動報告書」について

インターンシップに参加するにあたり、大学から事

前に配付された「活動報告書」（Ａ４ １枚）である。

約10日間のインターンシップ活動日の最終日に、自由

に記述し受け入れ校に提出する。

なお、2020年度は、新型コロナウイルスの影響によ

り活動内容及び日程に大幅な変更があった。

③抽出作業

「活動報告書」の記述のうち、「学び」の報告と判

断される内容を抽出した。「わからなかった」「できな

かった」という趣旨の内容についても、「学び」のひ

とつの結果として採用した。その結果、205のセンテ

ンスが抽出された。なお、記述内容は主旨を損なわな

い程度に要約、表現の変更を施している。また、活動

場面が明記されている場合には文末に〔 〕で示す。

④分類

抽出された記述を、峯村（2019）による小学校にお

ける「学校を体験する活動」の目的の14項目のうち、

最も当てはまると考えられる項目に分類し、さらに類

似した内容ごとに①～に分類する。

3 結果と考察

抽出された「学び」の記述と分類の結果を表２に示

す。項目ごとに「特支インターン」の特徴及び学生の

学びの成果を反映させた「活動目標－自己評価の項目」

を検討する。また、小分類に基づき「着目点」を検討

する。

ｱ教師の意味や教師として働くことの意義を理解する

本項目にちょうど当てはまる記述はなかったが、近

い内容として、「実習を重ねるにつれて、人が生きる

意味、障害者が生きる意味を考えるようになった。こ

れからも考え続けていきたい」との記述があった。今

回、この項目に該当すると考えられる記述は１件のみ

であるが、古市・伊藤（2020）の調査では、半数以上

の学生が達成したと回答しており、またその理由やきっ

かけとしても適当な回答があった項目である。このこ

とから、本項目については、特別支援学校では学びが

得られにくい内容ということではなく、「活動報告書」

には記述されにくい内容であると考えられる。

「特支インターン」の参加学生は、すでに小学校教

育実習やその前段階で小学校での「学校を体験する活

動」等を経験してきているため、本項目が示す「教師」

とは、「特別支援学校の教員」と特定できる。特別支

援学校の教員の意味や教員として働くことの意義を考

える際、対象が「障害のある子ども」と限定されるこ

とで、この学生の記述が示すように、障害を抱えて生

きていくということ、ひいては人が生きる意味といっ

たような根源的なことに対する自分自身の考えを見つ

めることになるだろう。このような問いに対しては、

端的に言葉でまとめたり、理解できたか否かを評価し

たりすることよりも、この学生のように「考え続けた

い」と思えることが重要であろう。

そこで、本項目は「ｱ特別支援学校の教員として働

くことの意味や意義を考える」と変更する。

ｲ学校における教師の役割に対する理解を深める

特別支援学校における教員の役割に対する理解につ

いて、①児童生徒の自立、生活レベルの向上を目指し

た支援 ②児童生徒の成長を促すための活動・感情の

共有、に関する記述がみられた。①では、「社会で自

立して生活をする能力の育成に重点を置いている」

「全て介助するのではなく少しの介助でできることを
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表１ 小学校における「学校を体験する活動」の

目的に基づく自己評価項目（古市・伊藤，2020）

ｱ教師の意味や教師として働くことの意義が理解できた

ｲ学校における教師の役割に対する理解が深まった

ｳ教師の職務全般に対する理解が深まった

ｴ教師が行う児童生徒指導に対する理解が深まった

ｵ児童生徒理解が深まった

ｶ学級経営に関する理解が深まった

ｷ特別活動に対する理解が深まった

ｸ教科指導に対する理解が深まった

ｹ実践的な指導力を醸成することができた

ｺ学校現場の雰囲気を感じることができた

ｻこの実習で体験したことを他の教職科目で活用すること

ができた

ｼ教育実習に接続する活動として学校現場をあらかじめ理

解できた

ｽ自らの教員としての適格性を把握する機会となった

ｾ地域や保護者との連携の重要性を理解できた



目指し、自立支援をする」といったように、個々の状

態を把握し、生活レベルの向上や自立に向けて個々に

合わせた支援を考えていく教員の姿がとらえられてい

る。また、②では、「実習中の立ち仕事では、教員も

座ることなく見本を示していた」「生活や活動を教員

も一緒に楽しみ、子どもをほめて伸ばす」といったよ

うに、活動を一緒に楽しんだり、ほめたり、見本となっ

たりしながら、活動を共にすることで子どもを伸ばそ

うとする教員の姿が感じとられている。

特別支援学校の教員の特徴がよくとらえられており、

記述も一定数みられることから、この項目はこのまま

適用できる。着目点として、「児童生徒の自立、生活

レベルの向上を目指した支援」「児童生徒の成長を促

すための活動・感情の共有」の２点があげられる。

ｳ教師の職務全般に対する理解を深める

特別支援学校の教員の職務に対する理解について、

①日常生活の補助・介助 ②教材教具、補助具等の準

備 ③児童生徒の状態を常に把握 ④教員間の連携の重

要性、に関する記述がみられた。①②は移動の付き添

いやトイレ介助、授業に必要な器具の準備といった、

児童生徒の補助や介助に関する具体的な職務である。

③④では、「子どもの小さな変化にも細心の注意を払

うことが信頼関係につながっている」「事前の打ち合

わせ、子どもの情報共有など教員間の連携の重要性を

感じた」といったように、教員が連携して皆で常に子

どもの状態を把握し対応できるように備えることの重

要性が理解されており、職責といった観点からとらえ

られている。

特別支援学校の教員の職務の特徴が多面的にとらえ

られていることから、この項目は「ｳ教員の特徴的な

職務に対する理解を深める」と変更する。着目点とし

て「日常生活の補助・介助」「教材教具、補助具等の

準備」「児童生徒の状態を常に把握」「教員間の連携の

重要性」の４つがあげられる。

ｴ教師が行う児童生徒指導に対する理解を深める

古市・伊藤（2020）では達成度の低かった項目であ

るが、「児童生徒指導」の意味解釈に問題があった可

能性がある。一般的に児童生徒指導という用語は、非

行や不適切な言動など生活場面における問題行動に対

する教員の指導や対応が連想される。「児童生徒指導」

をこのようにとらえると、特別支援学校では該当する

場面はほとんどないと考えられる。しかし、『生徒指

導提要』（文部科学省，2010）によれば、児童生徒指

導とは、「一人一人の児童生徒の人格を尊重し、個性

の伸長を図りながら、社会的資質や行動力を高めるこ

とを目指して行われる教育活動」のことであり、教員

が児童生徒の成長発達を促したり支えたりするための

働きかけはすべて児童生徒指導といえる。そこで、本

項目では、「児童生徒指導」を本来の意味でとらえた

うえで該当すると判断できる記述を分類した。なお、

授業や教科指導における具体的な活動に限定された記

述は、「学習指導」として「児童生徒指導」と区別し、

後述する「ｸ教科の指導」の項目で扱うこととする。

このように分類すると、特別支援学校の教員が行う

児童生徒指導に対する理解について、①児童生徒が前

向きに楽しく取り組めるかかわり方 ②実態把握と個々

に応じた指導の重要性 ③信頼関係の構築の必要性 ④

過剰な支援をせず見守る姿勢の重要性 に関する記述

がみられた。①②③では、「子どもたちが前向きに取

り組むことができるようなかかわり方や声かけの難し

さを痛感した」「生徒の実態を把握し、理解したうえ

でそれに応じた指導をする必要がある」「支援をする

前に子どもに声をかけることが信頼関係構築に必要と

教わった」など、指導の前提として、個々の実態に合

わせて子どもの気持ちを大切にしながらかかわり信頼

関係を築くことが必要であることが示されている。そ

のうえで、④では、「できるという体験が大切」「ゆっ

くり見守る」など障害のある子どもへの指導のあり方

に関する基本的方針がとらえられている。

これらの結果から、本項目は「ｴ児童生徒への指導

のあり方について理解を深める」と変更する。着目点

として「児童生徒が前向きに楽しく取り組めるかかわ

り方」「実態把握と個々に応じた指導の重要性」「信頼

関係の構築の必要性」「過剰な支援をせず見守る姿勢

の重要性」の４つがあげられる。

ｵ児童生徒理解を深める

ここでは、児童生徒理解が深まったという旨の記述

の他、理解が困難であったという場合も学びの成果と

判断して含めた。また、児童生徒と人間関係を築こう

とする様子がわかる記述もここに分類した。

その結果、児童生徒理解について、①個々の違いへ

の気づき ②児童生徒が達成感を得られる適度なサポー

トの判断 ③接し方に対する困惑、模索 ④積極的なか

かわりの結果としての関係性の構築 に関する記述が

みられた。①②では、「生徒個々に集中力やスピード

に差がある」「子どもたちが自分でできることとサポー

トが必要なこととの判断の難しさを実感した」「出来

たことを褒める、達成感が児童の成長や次の活動につ

ながると感じた」というように、児童生徒の個々の違

いに気づき、個々が達成感を味わえるように適切な支

援の程度を見極めようとする様子が示されている。ま

た、③④では、「子どもの感情が分からず、結局答え

は分からなかった」「初めは話が続かず馴染めなかっ
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たが、積極的にかかわることで信頼関係を築くことが

できた」など、最初はどのようにかかわればよいのか

わからず戸惑う状態から、積極的にかかわることによっ

て徐々にわかってくる様子や、最後まで理解が困難と

いった様子がうかがえる。

特別支援学校においては、能力や行動などさまざま

なことにおいて個々の違いが大きく、十分な理解に至

ることは困難である。インターンシップでは、個々に

違いがあることに気づき、一人一人とコミュニケーショ

ンをとり信頼関係を築こうとするなど、積極的に理解

しようとする行動をとることが重要である。

そこで本項目は、「ｵ児童生徒の理解に努める」と

変更する。着目点として「個々の違いへの気づき」

「児童生徒が達成感を得られる適度なサポートの判断」

「接し方に対する困惑、模索」「積極的なかかわりの結

果としての関係性の構築」の４つがあげられる。

ｶ学級経営に関する理解を深める

学級経営に関する理解については、①子どもの実態

に応じた学習環境づくり ②教員－子どもとのクラス

の雰囲気づくり に関する記述がみられた。①は、「普

通学校と比べて安全配慮や環境整備など多くの配慮が

行われている」など、主として物的な環境づくりへの

気づきである。②は、「先生同士の連携が大切。担任・

副担任・介護員のそれぞれの目から子ども理解に努め

ることがクラスの良い雰囲気作りにつながる」など、

人的な環境づくりへの気づきである。

峯山（2019）の調査では、この項目を目的にしてい

る大学は少なく、古市・伊藤（2020）でも達成度の低

かった項目である。インターンシップでは学びが得ら

れにくい内容であることも考えられるが、上述のよう

なこれまでの学生の学びの成果から、特別支援学校の

学級経営について、物的環境、人的環境づくりといっ

た面から学べることも期待できる。

そこで本項目は、「ｶ学級の環境づくりに関する理

解を深める」と変更する。着目点として「子どもの実

態に応じた学習環境づくり」「教員－子どもとのクラ

スの雰囲気づくり」の２点があげられる。

ｷ特別活動に対する理解を深める

峯村（2019）の結果では、この項目を目的にしてい

る大学は少なく、古市・伊藤（2020）でも達成度の低

かった項目である。達成度が低かった要因として、

「特別活動」の時間が少ないことや、特別支援学校に

おける「特別活動」に関する事前の知識・理解不足が

考えられる。

特別支援学校における「特別活動」には、不定期の

学年・学級活動や学校行事関連の活動の他、定期的な

「朝の活動」や「朝の会」が含まれるが、これらは

「日常生活の指導」など他の科目や活動との明確な区

切りがない場合も多い。そこでここでは、単独で「特

別活動」として取り出せる活動や「特別活動」を主と

して行われていると判断できる活動に関する記述のみ

を分類した。その結果、①学級活動 ②学校行事 ③課

外・クラブ活動 に関する記述がみられた。①②は具

体的な「特別活動」の内容、③はコロナ対策による代

替措置として行われたスポーツ体験の感想によるもの

である。

今後は、このように「特別活動」として取り出せる

時間に行われている具体的な内容だけでなく、他の科

目や活動との関連や、活動のねらいや特徴などについ

ても理解を促進していくことが必要であろう。まずは、

特別支援学校における「特別活動」の内容について、

意識的、積極的に情報を収集するといった姿勢が求め

られる。

そこで本項目は、「ｷ特別活動の内容を理解する」

と変更する。着目点として「学級活動（他の科目、活

動との複合的なものを含む）」「学校行事」「課外・ク

ラブ活動」の３つがあげられる。

ｸ教科指導に対する理解を深める

特別支援学校の教育課程では、通常の学校における

「教科」（国語、算数など）と並び、「各教科等を合わ

せた指導」（〔日常生活の指導〕、〔遊びの指導〕、〔生活

単元学習〕）や「領域」（〔特別活動〕、〔自立活動〕な

ど）といった授業時間も多い。そこで本項目の「教科

指導」を「授業における指導」として解釈することと

する。古市・伊藤（2020）で達成度の低かった項目で

あるが、このような範囲で該当する記述を分類したと

ころ、最も多くの記述がこの項目に該当した。なお、

教科等の科目名が明記されていた記述については、文

末に〔 〕で記している。

授業における指導に対する理解として、①わかりや

すい教材の工夫 ②子どもの関心を引く指導方法の工

夫 ③授業内容の工夫 ④習熟度別、特性や能力に合わ

せた内容・工夫 ⑤教科、領域、各教科等を合わせた

指導の特徴に関する理解 に関する記述がみられた。

全般的に、個々の能力に合わせ、子どもの立場にたっ

た教材、方法、内容への気づきが述べられている。①

②では「視覚的支援」「音楽を取り入れる」「遊びを取

り入れる」など教材や指導における具体的な工夫、③

では「できるという達成感」「習慣づくり」「安全への

配慮」といった指導上大切にされている方針や態度に

ついて多くの学びがみられる。また、④⑤では、習熟

度別のクラス分けや〔生活単元学習〕〔自立活動〕〔作

業学習〕〔給食〕といった「各教科等を合わせた指導」
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や「領域」など、特別支援学校特有の授業内容・方法

を実際に経験して理解を深めているようすがうかがえ

る。

そこで本項目は、「ｸ授業の内容や方法に対する理

解を深める」と変更する。着目点として「わかりやす

い教材の工夫」「子どもの関心を引く指導方法の工夫」

「授業内容の工夫」「習熟度別、特性や能力に合わせた

内容・工夫」「教科、領域、各教科等を合わせた指導

の特徴に関する理解」の５点があげられる。

ｹ実践的な指導力を醸成する

実践的な指導力を醸成することについて、①効果的

で適度な指示・支援のあり方 ②補助・介助等の技術

に関する記述がみられた。①では、「もう少しででき

そうな子、挫けそうな子には手を貸すのではなく、声

かけや待つ時間が大切だと学んだ」「子どもの視界に

入り、やるべきことを描いて指示すると伝わりやすい

といったさまざまなかかわり方を学んだ」など、個々

の状態に合わせて声のかけ方や指示の仕方を変えてみ

たり、タイミングや待つ時間が大切なことを実感した

りしながら、効果的な指示の出し方や適度な支援が考

えられていく様子が記されている。②では、車いすの

操作や身辺介護の留意点が記されており、実際に体験

することで具体的で実践的な学びを得ている様子がわ

かる。

記述を分類すると、上記のように多くの学びがみら

れているが、古市・伊藤（2020）では達成度の低かっ

た項目である。これは、実践的な指導力が身に付いた

と自身で評価するレベルにまでは達していなかったた

めであると考えられる。「特支インターン」では、初

めてのことを広く経験すること、初めてでも実践して

みることに意義があり、このこと自体を重視したいと

考えている。

そこで本項目は、「ｹ実践的な指導の方法を経験す

る」と変更する。着目点として、「効果的で適度な指

示・支援のあり方」「補助・介助等の工夫」の２点が

あげられる。

ｺ学校現場の雰囲気を感じる

学校現場の雰囲気を感じることについて、①登校時

の雰囲気 ②教員、児童生徒の雰囲気 ③教育方針 ④

特別支援学校の特色に関する情報、知見、感想 に関

する記述がみられた。①の登校時は、「一日の始まり

はスクールバスで登校する生徒を出迎え、教室に一緒

に行くこと」との記述にみられるように、特に特別支

援学校の雰囲気が感じられる場面のひとつである。ま

た、②③では、「子どもたちに対し明るく元気に振る

舞う先生が多い」「挨拶にとても重点を置いているこ

とがわかった。廊下ですれ違う時、掃除のときなど挨

拶を欠かさず、社会で生活する力を重点として指導し

ていることがわかった」など、教員や児童生徒から作

られる特別支援学校全体の雰囲気がとらえられている。

④では学校の構造や一日の流れについて、通常の学校

との違いを意識した気づきが述べられており、さまざ

まな視点から特別支援学校の特徴がよくとらえられて

いる。

「特支インターン」に参加する学生の大半は、特別

支援学校という場に初めて入るため、さまざまな初め

ての経験の中で、その雰囲気をつかんでくることは

「特支インターン」の最大の意義の一つである。古市・

伊藤（2020）の学生による自己評価でも回答者全員が

達成したとしており、本項目は学生の活動や意識の中

心となっていると考えられ、このまま適用できる。着

目点として「登校時の雰囲気」「教員、児童生徒の雰

囲気」「教育方針」「特別支援学校の特色に関する情報、

知見、感想」の４点があげられる。

ｻこの実習で体験したことを他の教職科目で活用する

ここでは、「他の教職科目」への活用を意識した記

述はなかったため、今後の活動全般への活用を意識し

た内容を分類した。

その結果、①今後の活動への意欲 ②自分自身の成

長の実感 に関する記述がみられた。「特支インターン」

は３年生の秋学期での実施のため、本項目が示すよう

に「他の教職科目」となると４年生開講科目が該当す

ることになる。これらの科目を事前に提示しておくこ

とで意識して取り組める可能性もあるが、４年生の開

講科目は少ないうえに未受講の科目でどのように活用

できるのかをイメージすることは困難であろう。そこ

で、インターンシップの体験を他の教職科目に限定せ

ず、なんらかの今後の活動につなげることが意識され

ていればよいと考えられる。

しかしながら記述内容をみると、具体的に「知的障

害のある子ども達とかかわる経験はとても良い経験に

なった」「言葉のない子どもたちとコミュニケーショ

ンをとる経験が私自身の大きな成長になった」といっ

た記述も見られるものの、どのような経験をどのよう

な活動に活かしていけるのかはほとんど具体的には書

かれていない。これらを具体的に記述できるように指

導していくことが今後の課題である。

本項目は、「ｻこの実習で得た体験を今後の活動に

活かす」と変更する。着目点として「今後の活動への

意欲」「自分自身の成長の実感」の２点があげられる。

ｼ教育実習に接続する活動として学校現場をあらかじ

め理解する

「特別支援学校教職インターンシップ」自己評価シートの作成

―73―



ここでは教育実習を意識していると判断できるもの

を分類したところ、該当するのは５件のみであった。

実際には、「特支インターン」が教育実習の事前活動

の一環であることは自明であることから、本項目は他

の項目の上位項目ともいえ、他の項目に分類されてい

るものも多いと考えられる。古市・伊藤（2020）の調

査でも７名中５名が達成したと回答していることから

も、同様に考えられる。

この項目には、「見守る・声をかける中心の支援に

なってしまったことが反省点。もっと周りをよく見て、

身体誘導ができるように改善する」といったように、

教育実習までの具体的な課題の発見や意欲が述べられ

ることが期待できる。

そこで、本項目は「ｼ教育実習に向けた課題を見つ

け、意欲を高める」と変更する。

ｽ自らの教員としての適格性を把握する

古市・伊藤（2020）では達成度の低かった項目であ

る。教員としての適格性に関する直接的な記述は見当

たらなかったため、教員となるための課題や反省、意

欲、目標などについて言及されているものを分類した。

その結果、①教員を目指すうえでの反省、今後への意

欲 ②教員の楽しさ、やりがいの再確認 ③目指す教員

像、教員に必要な資質の把握 に関する記述がみられ

た。

①では「特別支援教育に関する知識不足を痛感。実

習で学んだことを活かし、学習を進めたい」といった

ように、反省から今後の意欲へとつながる記述がみら

れる。②では「回を重ねるごとに子どもたちの性格が

分かり、ふれあう機会が増え、一人一人と向き合いた

いという意欲が大きくなった」「毎週の実習で生徒と

かかわり笑顔になるのを見て、この職の素晴らしさを

体感した」など教員になることの意欲を高めている様

子、③では「先生方のように深い愛情を注ぎ、子ども

の自信を育めるような教員を目指す」など、具体的な

教員像や必要な資質についての記述がみられる。

いずれの記述も適格性を把握するという視点よりも、

教員になることを目標においたうえでの反省や意欲と

した方が適合すると考えられる。また、「特支インター

ン」は、特別支援学校か小学校かの学校種までを含め

た進路選択のための機会として役立てることの意義も

大きい。

そこで、本項目は、「ｽ進路に対する目標と課題を

明確にする」と変更する。着目点として「教員を目指

すうえでの反省、今後への意欲」「教員の楽しさ、や

りがいの再確認」「目指す教員像、教員に必要な資質

の把握」の３点があげられる。

ｾ地域や保護者との連携の重要性を理解する

「登校時に保護者とコミュニケーションを取ってい

た。登校と下校の方法がちがう場合もあり、連絡を取

り合うことが大切である」との記述からわかるように、

特別支援学校では登校時に教員と保護者が直接顔を合

わせ情報交換する様子がみられ、登校時は教員と保護

者の連携の必要性に気づくことができる重要な場面で

ある。特別支援学校においては特に保護者との連携、

家庭の協力が重要であり、「家庭と連携することで一

人一人の子どもにじっくり深く寄り添うことができ、

家庭の協力を得ながら子どもたちのために支援するこ

とが可能になる」といった理解に達している記述もみ

られる。このように登校時をはじめとして、全般的に

特別支援学校における家庭との連携の重要性をとらえ

ている記述がみられるが地域との連携は触れられてい

ない。

そこで本項目は、「ｾ保護者との連携の重要性を理

解する」と変更する。

4 まとめ

これまで検討してきた結果をまとめると、「特支イ

ンターン」の「活動目標-自己評価の項目」は表３の

ようになる。古市・伊藤（2020）で達成度の低かった

項目は、ｴ、ｶ、ｷ、ｸ、ｹ、ｽであり、これらはすべて変

更している。その他の項目についても特別支援学校に

適合するように表現や内容を変更した項目は下線で示

している。

また、これらに「活動の着目点」を加え「活動目標－

自己評価シート」（資料１）として作成した。

古市・伊藤（2020）の自己評価では、達成度の低かっ

た「特別活動」「生徒指導」などの項目も、「活動報告
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表３ 活動目標-自己評価の項目

ｱ特別支援学校の教員として働くことの意味や意義を考え

る

ｲ学校における教員の役割に対する理解を深める

ｳ教員の特徴的な職務に対する理解を深める

ｴ児童生徒への指導のあり方について理解を深める

ｵ児童生徒の理解に努める

ｶ学級の環境づくりに関する理解を深める

ｷ特別活動の内容を理解する

ｸ授業の内容や方法に対する理解を深める

ｹ実践的な指導の方法を経験する

ｺ学校現場の雰囲気を感じる

ｻこの実習で得た体験を今後の活動に活かす

ｼ教育実習に向けた課題を見つけ、意欲を高める

ｽ進路に対する目標と課題を明確にする

ｾ保護者との連携の重要性を理解する



書」の記述を分類してみると、一定の学びが得られて

いることが明らかとなった。今回、これらの項目を特

別支援学校に適合する内容になるよう修正を加えたこ

と、また、事前に「活動目標-自己評価の項目」と

「着目点」を提示しておくことで、これらを意識的な

活動が促され、学びの自覚も得られやすくなることが

期待できる。

今後は、「評価シート」を活用した指導を進め、効

果を検証していくことが課題である。
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資料１ 活動目標－自己評価シート
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Abstract

Thisdepartmentprovidesan“internshipforteachersatschoolsforspecial

needseducation”asan extracurricularactivity．Thisarticlereportsthe

progressofcreatingaself-assessmentsheetinthecourseofthisactivity．

Basedonthecharacteristicsofschoolsforspecialneedseducationandthe

outcomeofstudy by students,weexamined“theactivity'sgoals-self-

assessmentitems”aswellas“theactivity'sfocuses．”Asaresult,14items

wereproposedas“theactivity'sgoals-self-assessmentitems,”including〈1．

Consideringthemeaningandsignificanceofworkingasateacherataschool

forspecialneedseducation〉,〈2．Deepening understanding ofateacher's

roleataschool〉,〈3．Deepeningunderstandingoftheoveralldutiesofa

teacher〉,and〈4．Deepeningunderstandingofhow toprovideinstructionto

students〉． In addition,each item of“the activity's focuses”including

“Supportfor theindependenceofstudentsand improvementofliving

standards”and“Sharingactivitiesandemotionstoacceleratethegrowthof

students”wasshown．Using“theactivity'sgoals-self-assessmentitems”

and“theactivity'sfocuses,”aself-assessmentsheetuniquetothe“internship

forteachersatschoolsforspecialneedseducation”wascreated．
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